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◇
研
究
助
手
報
告
◇

成
実
論

覚
え
書
き

神

谷

静

治

成
実
論

に
つ
い
て
の
研
究

は
従
来

か
ら
な
さ
れ
て

い
る
と

は
言
え
、
経

量
部
学
説

に
対
す
る
積
極

的

な
資
料
と
し
て
取

り
扱

っ
た
研
究
は
多

い
と

は
言
え
な
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
に
対

し

て
中
観
思
想
又
は

「
中
論
」
と

の
関
係

を
論
じ
た
論

文
が
注
意
さ

る
べ
き
で
あ

り
、
近
年
で
は
柱
紹

隆
氏
が
詳
し
く
論

4

111G
じ
ら
れ

て
い
る
。
成
実
論
を
経
量
部
説

と
し
て
論
じ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
論
文
を
こ
こ

で
紹
介
し
た

い
。

論
文

の
著
者
は
中
国
人
学
者
で

著

名
な
呂
澂
氏
で

論
文

の
題
名

は

「略
述
経
部

学
」

(
現
代
仏

学

一
九

五
五
年

十

二
期
)
で
比
較
的
短

い
論
稿
で
あ
る
。
呂
澂
氏

は
陳
那

の
主

著

で
仏
教
論
理
学

の
基
本
書
と
も
言
わ
れ

る

〃
集
量
論
"

に
対
す

る
論

究
も
あ

り
、
仏
教
論

理
学

の

知
識

は
豊
富
と
思

わ
れ

る
。
近
年
、
呂
澂
氏

の
イ

ン
ド
、
中
国

に
つ
い
て

の
論
文
が
各

々
二
冊

と
し

て
上
梓
さ
れ
た
。

こ
の
紹
介
す
る
論
文
も
イ

ソ
ド

の
部
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、

こ
の
論
文

は

又
、
現
代
仏
教

学
術
叢
刊
95
に
所
載

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
論
文
を
取

り
上
げ
る
理
由

は
二

つ
あ

る
。

e

梶
山
博

士
が
世
親
を
主
に
簡
明

に
記
述

さ
れ
た
経
量
部
学
説

の
論
文

「
存
在
と
知
識
ー
仏
教

哲
学
諸
派

の
論
争
丈

口

経

量
部

の
根
本
的
立
場
」

(
哲
学
研
究
第

五
〇

五
号
)
を
補

う
論
文
、

少
く
と
も
そ
の

一
つ
と
思
わ
れ

る
。
呂
澂

氏
は
主
に
世
親
以
前

を
論

じ
て
い
る
。

⇔

成
実
論

を
経
量
部
学
説

の
中

に
位
置
づ
け
て

い
る
。

以
上

の
二
点

で
あ

る
。

次

に
論
文

の
構
成

を
述
べ
よ
る
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
記
述
す
れ
ば
最
も
適
切
で
あ
る
が
紙
数

が
重
な

る
故
、

あ
し
か
ら
ず
)
ペ
ー
ジ
数

は
叢
刊

に
依

り
、
章
と
そ

の
題
名

は
私

の
見
方

で
あ

る
。

序

(
P
23　
)

一
章

経
部

の
名
称
と
そ

の
典
拠

(
P
P
23
～
24
)

二
章

経
部
形
成
過
程

に
つ
い
て

(
P
P
24
～
27
)

三
章

経
部
前
期

(譬

喩
者
)

の
学
説

(
P
P
慍
～
蜘
)

四
章

経
部
本
宗

(
シ

ュ
リ
ー
ラ
タ
)

の
学
説

(
P
P
㎜
～
獄
)

五
章

経
部
後
期

の
学
説

(
P
P
37
～
38
)

成
実
論

は
主
に

ク
三
章
"
で
記
述
さ
れ

て
い
る
。

た
だ
、

こ
の
論
文

の
論
述

の
進

め
方

に
少

々
無

理
が
な

い
こ
と
も
な
い
よ
う

に
思
わ
れ

る
が
、

一
つ
の
見
解
と
し
て
有
益

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

次

に
成
実
論

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
簡
単

に
ふ
れ
て
み
た
い
。

こ
の
テ
キ
ス
ト

(
漢
訳
)

は
従
来

よ
り
か
な
り
複
雑
な
過
程

を
経

て
い
る
よ
う
で
現
在

の
形

に
な

る
ま
で

に
は
相
当

な
改
訂
等
を
経
て

い
る
も

の
と
言
わ
れ
て

い
る
。
羅
什

の
訳
書

で
は
、
そ

の
最
後

に
位

置
し
、
訳

出
年
代
と
羅
什

の
卒

年
が
微
妙

に
か
ら
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
、

訳
経

に
対
す

る
取
り
扱

い
が
重
要

な
課
題
と
な

っ
て
く
る
。

訳
経

に
つ
い
て
、
そ

の
重
要
性
を

つ
と

に
指
摘

さ
れ

る
の
は
比
較
的
、

西
欧

の
研
究
者
と
み
え
る

の

は
私

の
偏
見

で
あ

ろ
う

か

(
た
と
え
ば
、
ド

ゥ
、ミ
ェ
ヴ

ィ
ル
氏
、
ド

ゥ

・
ヨ
ン
グ
氏
、

ロ
ビ

ソ
ソ

ン

氏
、
ブ
ラ

フ
氏

e
t

C
)
。

日
本
で
は
横
超
氏
等

の
す
ぐ
れ
た
研
究
も
発
表
さ
れ
て

い
る
。
近
年
、
中
国
人
研
究
者
、
曹
仕
邦

氏
が
別

の
見
方

か
ら
す
ぐ
れ
た
成
果
を
提

出
し
た
。
す
な
わ
ち
、

「
論
中
国
仏
教
訳
場
之
訳
経
方
式

与
程
序

」

(
新

亜
学
報
、

5
巻

2
号

一
九

六
三
年
)

で
専
門
家

に
よ
る
訳

(
日
本
訳
)
が
切
に
望

ま

れ

る
。
曹
氏

は
、

こ
れ
以
前

に
も
す
ぐ
れ

た
論
文
を
提

出
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、

「論

両
漢
迄
南

北
朝
河
西
開
発
与
儒
学
釈
教
之
進
展
」

(
新
亜
学
報
5
巻

1
号

一
九

六
〇
年
)

で
、

こ
れ
に
は

ヒ
ュ

ル
ス
ゥ

エ
氏

の
す
ぐ
れ
た

レ
ジ

ュ
メ
が
あ

る
。

成
実
論

に
対

し
て
は
、
遠
回
り
で
は
あ

る
が
訳
経

に
対
す
る
知
識

を
十
分
な
前
提

と
し
て
進

め
る

こ
と
が
必
要

で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

テ
キ

ス
ト
の
列
挙

(
た
だ
し
、
全
く

の
暫
定

で
、
不
完
全

で
あ

る
こ
と
を
お

こ
と
わ
り
し
て
お
き

た

い
)

e

大

正
大
蔵
経

32
巻

愾

一
六
四
六

⇔

敦
煌
本

ω

ス
タ
イ

ン
本

ジ
ャ
イ

ル
ズ

の
ヵ
タ

ロ
グ

に
ょ
れ
ば
六

つ
存
在
す

る
。

(
全

て
ス
タ
イ

ン
番

号
)

ω

三

1
O
八

②

一
四
二
七

③

一
五
四
七

ω

=
一=

四

⑤

1
1
10
0

⑥

六
七
九

八
に
含
ま
れ
て

い
る

(
ジ
ャ
イ

ル
ズ
四
三
三
四
番
)
。

こ
の
中
、
②

・
③

は
藤
枝
晃
氏

に
よ

っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。

「
墨
美
」
m
号

④

は
福
原
亮
厳

氏

「成
実
論

の
研
究
」

に
記
載
さ
れ

て
い
な

い
。

㈲

ペ
リ
オ
本

ペ

リ
オ
蒐
集

中

の
北
魏
敦
煌

写
本

「
誠
実
論
」

巻
八
残
巻

(
翫

二

一
七
九
)

日
付

延
昌

三
年

(
A

・
D
謝
年
)

次

を
も
参
照
さ
れ
た

い
。

「
墨
美
」
翫
塒

"
R
�
c
en
ts
tra
v
a
u
x
su
r
T
o
u
e
n
-H
o
u
a
n
g
"

ド

ゥ
ミ

ェ
ヴ

ィ
ル
氏

通
報

56
号

P
P
27
～

28



　

⇔

古
点
本

成
実
論

天
長

(
A

・
D
緲
～
繖
)
点

は
も
と

二
十

三
巻

の
う
ち
今

日
十

一
巻
が
残
存
し
、
そ

の
う

ち
七
巻

(
十

一
、
十

三
、
十
四
、
十

六
、
十
八
、

二
十

一
'
1
1十
ill)
が
正
倉

院
聖
語
蔵

に
、

四
巻

(
十
二
、
十

五
、
十
七
、

二
十

二
)
が
東
大
寺
図
書
館

に
襲
蔵
さ
れ

て
い
る
。
全
巻

同

一
人

に
よ
る
白
点
が
施
さ
れ
、
巻
十

四
の
巻
末

に

「
天
長
五
年

(
A

・
D
嬲
年
)
七
月

一
目

一
往
聴
了
」
'
の
白
書
が
あ
る
。

(
鈴
木

一
男
氏
、
成
実
論
巻

二
十
三
天
長

五
年
点
訳
文
稿

「
ま

え
が
き
」

に
よ
る
)

ま
だ
、
東
大
寺
本
、
巻
十

二
、
十
七
が
残

っ
て

い
る
。

訳
出
さ
れ
た
巻

(
全
て
、
鈴
木

一
男
氏

に
よ
る
)

ω

書
陵

部
紀
要

六
号

巻

十

一

八
号

巻

二
十

二

②

奈
良
学
芸
大
学
紀
要

四
ノ

一
、
巻
十
三

五
ノ

一
、
巻
十
八

五
ノ
一二
、
巻
十
六

十

ノ
三
、
巻
十
四

㈲

南
都
仏
教

三
、
巻
十
五

十
八
、
巻

二
十

三

ω

訓
点
語
と
訓
点
資
料

八
、
巻

二
十

一

冖四

サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
本

(
推
定
、
断
片
)

宮
坂
宥
勝
氏

の
論
文

「
経
量
部
の
断
片
」

(
印
仏
研
、
十
巻
二
号
)

で
成
実
論

の
サ
ン
ス
ク

リ

ッ
ト
テ
キ

ス
ト
と
し
て
推
定

せ
る
も

の
で
あ
る
。

氏

の

〃
は
し
が
き
"
を
要
約
す
れ
ば
1

東

ト

ル
キ

ス
タ

ン
の
キ

ジ

ル
の
窟

院

で
発
見

さ
れ

た
非

常

に
古

い
梵

筴

断

片

で
、

ま
だ

内

容

の
知

ら

れ

て

い
な

い
も

の
で

あ

る
。

材

料

は
貝

葉

で
計

=

○

葉

半

(
表

・
裏

に
書

か
れ

て

い

る
)
。

き

わ

め

て
零

細

な

断
簡

で
あ

っ
て
、

完

全

な
も

の

は

一
つ
も

な

い
。

写
本

全

体

の
分

量

も

不
明

で
あ

る
。

書

本

の
年

代
判

定

は
西
紀

一
五
〇

～

二
〇
〇

年

頃

で
あ

る
。

次

の
者

が

参
考

と

な

る
と

思

わ
れ

る
。

"
S
a
n
sk
rit
W

�
rter

d
er
b
u
d
d
h
ististis
ch
en

T
e
x
te

a
u
s
d
en

T
u
r
fa
n
-F
u
n
d
e
n
"

G
�
ttig
e
n

1
9
7
3
年

I
IJ

v
o
1.
17
.
d
e

J
o
n
gq

氏

の
書

評
参

照

。

『
牟
子
理
惑
論
」
編
纂
年
代
攷

稲

岡

誓

純

『
牟
子
理
惑
論
』

に

つ
い
て
、
そ

の
研
究

は
数
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
特

に
編
纂

年
代
が
問
題
視

さ
れ

て
い
る
。
著
老
が
明
確

で
な

い
ゆ

え
に
、
そ

の
編
纂

年
代
も
、

「
後
漢
未
成
立
説
」

か
ら

「
晉

宋
間
成
立
説
」

の
も

の
ま
で
種

々
の
論
が
出
さ
れ

て
い
る
。

0

こ
こ
で
そ

の
代
表
的
な
も

の
を
あ
げ

て
み
る
と
、
梁
啓
超
氏

は

『
牟
子
理
惑
論
辯
偽
』

に
お
い
て
、

「
晉
宋
間
人
偽
作
説
」
を
唱
説
し
て

い
る
。
そ

の
論
拠
と
し
て
、
内
容

か
ら
次

の
四
点

を
挙
げ

て
い

る
。一

、
沙

門

の
剃
頭

の
こ
と

は
桓
玄

と
慧
遠

の
問
答
と
同
容
が
同
じ

で
あ
る
。

二
、
沙

門

の
赤
布
と
跪
坐

・
起
立

の
礼
を
し
な

い
こ
と
は
東
晉

の
沙
門
不
敬

王
者

の
議
論
と
同
じ

で
あ
る
。

三
、
輪

廻
転
生
を
更
生
と
呼
ぶ
こ
と

は
慧
遠
当
時

の
流
行

で
あ

る
。

四
、
沙

門

の
非
行

の
こ
と
は
羅
什
門
下
を
指
す
。

そ

し
て
さ
ら

に
文
体
も

一
論
拠
と
し
て
挙
げ

て
お
ら
れ
る
。

こ
の
梁
啓
超
氏

の
見
解

に
対

し

て
、

周
叔

迦
氏

は

『
梁
任
公
牟
子
辯

偽
之
商
融
』

に
お

い
て
、

『
牟
子
理
惑
論
』

の
序
伝

は
蒼
梧

の
太
守
が
作
る
と

こ
ろ
の
も

の
で
、
三
十
七
篇

の
本
論
と
後
序
が

牟
子

の
自
撰

で
あ

ろ
う
と
し
、

「後
漢
末

の
作
」
と
し
て
い
る
。

③

山
内
晉
卿
氏

は
、

『
支
那
仏
教
史
之
研
究
』

に
お

い
て
、

「
漢
魏
間

の
人

の
手

に
な
る
」
と
述

べ

て
い
る
。

そ

の
論
拠

は
、

一
、
後
序

に
お
い
て

「
老
子
道
経

三
十
七
篇
」
と
あ
る
こ
と

は
、

『
前
漢
書
』
芸
文
志

に

「
老
子

伝
氏
経
説

三
十
七
篇
」
と
あ
る
。

二
、
沙

門
赤
布

の
こ
と
は
、

『
魏
書
』
釈
老
志

に

「漢
代
沙
門
皆
被
赤

布
」

と
あ

る
。

三
、
第
十
七
篇

に

「
刺
厳
公
之
刻
楹
」
と
あ

る
が
厳
公

と
は
後
漢
明
帝

の
諱

を
避
け

た
も

の
で
あ

る
。

四
、

『
牟
子
理
惑
論
』

は
荘
子
に
及
ん
で
い
な

い
。

五
、
道

家
と
辟
穀
長
生

の
混
淆

は
後
漢
時
代

の
も

の
で
あ

る
。

六
、
交
州

に
乱
を
避
け
た
と

い
う
こ
と
と
、

『
後
漢
書
』

の
註

に
引

用
さ
れ

て
い
る
江
表
伝

の
刺

史
張
津
が
道
教

を
鼓
吹
し
た

こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

の
六
点
を
例
挙

し
て
い
る
。

④

常
盤
大
定
氏

は

『
支
那

に
お
け
る
仏
教
と
儒
教
道
教
』

に
お
い
て
、
先

の
梁
啓
超
氏

の
考
え
方

を


